
 

 

 

２01６年７月２３日（土曜日） 

２０周年記念：金峰山～瑞牆山縦走 

２日目～②：瑞牆山荘～魔子の山散策～宴会などナド 

～Report by 石井 （ｐｈｏｔｏ ｂｙ 参加者のみなさん） 

 

 瑞牆山荘到着後の予定は、先ずはランチ・その後、近場の魔子（マゴ）の山（１７００ｍ）の散策 

そしてお風呂・部屋での歓談、夕食などである。田形さんも合流したので、にぎやかになるだろう 

 

 

 瑞牆山荘は、登山道の入口にある。目の前は県道で何かと便利がいいようだ。ここからは、富士見平経由 

で金峰山・瑞牆山への登山道が繋がっているので、マイカーの登山客も多い 

 

  

 標高は１５２０ｍ、道路のアクセスとしては、増冨温泉～韮崎方面、信州峠方面への分岐点になる 

 

 



 

 

 

 

 やっぱりクマさん会。まずはビールで乾杯だ！真昼のビールは浸みるのです 

 

 

厨房から、「材料が揃わないので、バラばらに、いろいろ注文してくださいね～」とは面白い 

   

    おじさんの生姜焼き                         暖かい・山菜蕎麦 

 

   

      定番のカレー       肉食系女子用・ハンバーグ      冷やし・とろろ蕎麦 

 

 

 



 

 

 

 根岸さんが所用で帰るので、瑞牆山荘前のバス停で全員揃って見送った 

（まさにスタンディング オベーションなみ！？） 

 

根岸さんは、帰路、韮崎駅に行く途中にある、増冨ラジウム温泉に立ち寄るとの事 

我々も明日、瑞牆山から下山したら、そこで入浴休憩の予定だ 

￥２０５０で増冨温泉途中下車ＯＫのチケットがあるとのこと、お風呂の割引券もあった 

 

 

１２：４０頃、魔子の山（１７００ｍ）散策へ出発。登り４０分の行程で、その後は展望台や魔子の人穴 

などを経由して瑞牆山展望歩道から県道に出て、周遊の形で瑞牆山荘に帰る、行程２時間あまりの計画だ 

 

  

 登山道はあまり人が通らない様で、落ち葉が積もり絨毯の上を歩いているようで心地良い 

 切り株に何やら黄色いキノコのようなものが顔を出していた 

 

 ○「魔子（マゴ）の山」の由来について（八ヶ岳山学塾のＨＰより引用） 

 言い伝えによると、昔、ここには魔子爺（マゴジイ：剛毛の生えた頑丈な体をしていた）というのが 

住んでいて、獣を食ったり、時には人里に降りて来て、家畜や赤ん坊までさらっていたそうな 

住んでいた場所が魔子の人穴と言われているが、実際には武田氏時代の金鉱の採掘跡と言われている 

 

 

 

 



  

 １３：１０。魔子の山に到着 

本来は瑞牆山の全容などが見えるらしいが、今日はガスが掛かって定かではない 

 

 以下の写真は、２００５年にクマさん会で登った時のものを、熊本さんから頂いた 

 

 

 

 
 本日？回目の記念撮影。後ろが見えないからと言われ・・・この姿勢。若手？は面白い・・・ 

 中島さんの姿勢は、女子ゴルフ「木戸愛」のパッティングラインを読むときの姿かな？ 

 女子二人が頬杖をついているのは、何故だろう・・・ 

 

 

 



 

  

 ピクニック的でくつろいでいます          この辺りは苔が綺麗ですね 

 

  

続いて展望台方向へ歩を進めました         路傍に「ベニバナイチヤクソウ」？正解は判明せず        

 

  

 「ヤマホタルブクロ」発見             展望歩道の看板も 

 

  

 相変わらずガスが掛かったままだ                 「ノリウツギ」？ 

 

 



 

 

 展望台の標識が出て来てすぐに到着した。遠くに県道と、なにかの施設の建物が見えている 

 

 

 

  

 展望台を下ると「魔子の人穴」の案内板。右手上部へ登ると、それらしきものがあったが埋もれていた 

 もっと上にあったのかも知れないが・・・ 

 

 

 



 

 

 

 

２００５年に撮影された写真を 

熊本さんから頂いたが 

先ほどの様に埋もれたのか？ 

判然としないままだ 

 

 

  

 下山道に行くべく歩いてみたが、どうもはっきりしない。諦めて展望台の手前にあった林道から降ること 

になった。１０年以前の事なので明確な記憶が薄れている感じだ。地図にも明記されていなかった 

 

 １４：００ 

 

 

 本谷釜瀬林道方面へ下る。県道のどのあたりに出るかは不明だが、近場ではここしかない感じだ 

 

 

 



  

 こうした山道を４０分程下って、県道に到着した 

 

  

 今回の山行きで沢を見たのは初めてで、伏流しているところが多いのではないかと思われる 

 

  

 県道に出てしばらくすると左手に「瑞牆の森」があった。ここは全国植樹祭で出来たものらしい 

 

 

 

 

１５：１１ 

ラストの布目・川島さん組が瑞牆山荘着 

２時間３０分の散策 

お疲れ様でした 

  

 



 

 

 

 

 そのころ、早目に到着したおじさん達は、瑞牆山荘の「プレミアム ソフトクリーム」を食していた 

 これが、何故か、もちもち感？があり結構な美味しさだった 

 

 

 

 

 ソフトか道具の手入れか？ 山荘では靴洗い用の水バケツを用意してくれた。心遣いである 

 

 

 

                         ここは、やっぱり、肉より「ソフト」でしょう！！ 

 

 

 

 

 １６:００過ぎ 



 

 

 ひとっ風呂浴びたおじさん達は、早くも宴会開始。続いて女性軍合流 

 それっ！！これから「大宴会だ～」と思いきや・・・ 

 

 「田形女史のヨガ教室」に相成りました 

 

誰かが「最近腰が・・」などと口走ったものだから、腰痛ヨガから始まりご覧のあり様に: 

でも、面白かった～で～す！ 

 

   

 

 



  

 腰の痛いおじさんほど、あまり無理をしないほうがよろしいかと・・・ 

 

 結局、飲んだのかもよく判らず仕舞いで、「夕食タイムだ～」・「ビールだ～・ワインだ！！！」 

 

 

 

 

 

 

今夜のメインは 

ローストビーフであります 

道路が整備されているとはいえ 

このメニューは珍しいのでは？ 

これでは、ワインでしょう 

 

 

 



 

 

 という事で、「ワインの熊本さん登場」        富士見平で見つけた看板「クマさんを大切に」？ 

 

   

 何故かこの夜のクマさんは、ワインを注ぎまくっておられました 

 

 

 

 飲んで・食べて、明日の瑞牆山に向けて英気を養うぞ～！！ 

 

 

 

 



  

 

 ひとしきりして、「田形さんのマッターホルン遠征」の成功を祈って乾杯だぁ～！！ 

 

 

 

 

 

ありがとうございます 

これで、頑張ります 

（効くそうです） 

 

 とういう事で、２日目～②：瑞牆山荘～魔子の山散策～宴会などナド、これにてお開きとなりました 

 


